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   夏休みが終わり、学校再開！ 

 ４週間の長い夏休みが終わりました。夏休み明けの登校する子ども達 

の様子には元気な笑顔がたくさん見られました。今年の夏休みも暑い日

が続きましたが、たくさんの楽しい思い出を作り、のんびりすることの

できた夏休みになったのではないでしょうか。 

 夏休み明けの全校集会では、「楽しい思い出やのんびりする時間が 

あるのも、家族や周りにいる大人の人のおかげということを忘れないでほしいということと、み

んなも、将来は誰かを楽しませたり、のんびりさせてあげられたりできるような大人に成長して

ほしい。そのためにも、学校生活の中で学び、１つずつできることを増やしながら、成長してい

きましょう。頑張りましょう」と話をしました。 

 来週からは９月です。暑さが残りながらも朝夕は涼しさもあり季節は秋に向かっています。

「キラキラ（総合学習）」では収穫の秋、それらも含め美味しい食べ物が増える

食欲の秋、図書室に新刊が入り読書の秋、学習発表会に向けた練習もぼちぼち始

まり芸術の秋、さらに、学習面では少し難易度も上がり勉強の秋。さまざまな秋

がありますが、学校では子ども達の１日１日を充実した時間にしていきたいと

思っています。 

 また、９月は前期の締めくくりの時期になります。前期の振り返りとして、７月に児童アン

ケートと保護者アンケートを実施したところですが、多くの保護者の皆様にご協力いただき、大

変ありがとうございました。現在、集計を終え、分析や対応などについて検討しているところで

す。詳しくは前期の終わりごろにお伝えする予定ですが、後期の教育活動につなげていきたいと

考えていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ■□ 夏休み チャレンジ教室 □■   

 ７月２５日、２８日の２日間、夏休みチャレンジ教室を実施しました。

２日間とも各学年１０人以上、全学年で80人以上の子どもが参加して、

それぞれが自分で予定した学習に取り組んでいました。高学年はもちろん

ですが、低学年まで集中して取り組む姿が見られました。 

 いつも勉強している教室という場所だからなのか、友達と一緒にやる

（頑張っている友達が周りにいる）からなのか、見守って（声をかけて）くれる先生がいる

からなのか、時間が決まっているからなのか、子どもによって頑張れる理由はいろいろかも

しれませんが、とても素晴らしい姿でした。きっと、自宅で１人であっても集中して学習に

向かう力はあるのだろうなと思いました。 

 ２８日には、６人の高校生ボランティも来校し、わからないところを教えてくれたり、で

きているところをほめてくれたりしてくれました。子ども達も嬉しそうでした。高校生ボラ

ンティアのみなさん、ありがとうございました！ 



日 曜 予  定 

1 月 開校記念日 

2 火 
あいさつ運動 

水泳学習（３年） 

３ 水 
水泳学習（４年） 
ブックトーク（１年・５年） 

４ 木 ブックトーク（６年） 

５ 金 
水泳学習（６年） 
ブックトーク（２年・４年） 

７ 日 ノーゲームデー 

８ 月 
見学旅行（3年） 

教材費再引落日 

９ 火 避難訓練 

10 水 児童会役員選挙 

１１ 木 芸術鑑賞会（全校） 

１２ 金 
児童委員会 

見学旅行（４年） 

１５ 月 敬老の日 

１６ 火 
あいさつ運動 

  家庭学習強調週間② 

17 水 教育相談（～10/3） 

18 木 移動図書 

２１ 日 ノーゲームデー 

22 月 読み聞かせ（２の休み） 

２３ 火 秋分の日 

２６ 金 芦別クリーンDay 

■□ 新しい先生が着任しました □■    

 本校は４月当初から１人欠員状態でスタートしていました

が、夏休み直前に新しく吉田沙穂（よしだ さほ）先生が着

任しました。 まずはTT（担任を補助する先生）として学級

に入りますので、よろしくお願いいたします。 

＜吉田先生からのごあいさつ＞ 

 ７月よりみなさんの学びのお手伝いをさせていただくこと

となりました。まだまだ分からないこともたくさんあります

が、一日も早く馴染めるよう頑張り、皆さんが楽しく過ごせ

るよう努めていきたいと思います。これから、どうぞよろし

くお願いいたします。  

子どもにとって、日常のなにげない時間にも意味があり、学びがあり、成長があります。  

 ■□ 家庭学習強調週間② ９／１６～１８ □■   

 ９月１６日から２回目の家庭学習強調週間（ファミスタ•ウイーク）を予定しています。 

 前回を振り返ると、多くの子どもが自分の目標とした時間を頑張っていました。国語や算

数のドリルやプリント、タブレットや教科書の問題など取り組みは様々ですが、自分で「何

をやるか」を考えながら取り組む姿もあったようです。 

 家庭学習で練習したことや覚えたことは学力として大事ですが、

大事なことはそれだけでありません。まず、計画を立ててやれたこ

と、そして、その取り組みが手ごたえにつながったこと、さらに、

次はどうしようかと考える材料ができたことなども、頑張った人に

しか残らないとても価値がある経験なのです。この経験こそが将来

にわたって自分を伸ばすための「自ら学ぶ力」につながります。 

 「自ら学ぶ力」って、経験させながら
      

伸ばしていく力なんですね。 

ホームページも、ぜひ、ご覧ください！ 
毎日のように日記を更新しています。 

「落とし物」の画像も掲載しました～ 

■□ 悩みを相談できるように… □■    

 体の健康と同じように、心の健康（メ

ンタルヘルス）を保ちながら生活してい

ると思います。しかし、日々のストレス

や困りごと、悩みなどは大人も子どもも

誰にでもあると思います。話をするだけ

で少し心が軽くなるかもしれません。誰

かに相談する（相談できる）ことはとても大切なことです。 

 9月はつらい気持ちになる人が多いことから、

電話やSNSによる相談受付、ポスターや動画に

よる相談の呼びかけなどが行われています。 

     まもろうよ こころ｜厚生労働省 → 

■■９月行事予定■■    


